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氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

長野 督 
北海道大学・メディア・コミュニケーショ

ン研究院 
教授  

 

 ５５５５．．．．研究分担研究分担研究分担研究分担 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

野坂 政司 北海道大学・情報基盤センター 教授  

田邉 鉄 北海道大学・情報基盤センター 准教授  

平林 義治 北海道大学・情報基盤センター 准教授  

大木 充 京都大学・人間・環境学研究科 教授  

西山 教行 京都大学・人間・環境学研究科 准教授  

姫田 麻利子 大東文化大学・外国語学部 准教授  

 

６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

 言語教育における ICT 利用と自律学習の研究は，教員の個人的な試みに基づく教材研究・授業研

究から，組織的な対応や学習教育環境の研究へとシフトしてきている。本研究は、言語学習におい

て学習者の動機づけを維持するための ICT 活用の手法を開発し，その効果を検証するものである。 

 本研究期間中，具体的には次のような検証と開発を行った。（１）学習者が自らの位置を見極め

るためのデジタル・ポートフォリオの有効性の検証，（２）学習者や教育者のコスト（金銭的，心

的，身体的）を低減するための ICT を活用した情報提供・言語学習支援システムの開発，および（３）

これらのシステムを基盤とする学習コミュニティーの可能性検証，である。 

 研究を進めるにあたって，まず公開シンポジウム「ICT・動機づけ・自律学習」を行い，必要な

知見や理論，過去の実践等を整理した。自律学習や動機づけの研究は従来から行われているが，近

年は特に ICTを利用した e-Learningとの関わりであらたな意義を見出されている．そこで，開発・

研究の手がかりとして，自律学習のオーソリティであり，実践経験も豊富な F・カルトン氏（ナン

シー大学）を招き，自律学習の定義から議論を始めることにした。J-F.グラズィアニ氏による『外

国語ヨーロッパ共通参照枠』における動機づけの扱いについて，主として理論面の考察を，また，

また上淵・大木両氏からそれぞれ心理学や外国語教育の実践面から ICTによる外国語学習における

自律と動機づけについての報告があった。さらに山田氏から，それら全てを包括した望ましい学習

環境の構築について，俯瞰的な議論と教育現場での課題をつなぐ報告があった。一方，西山氏は学

習者の「自律の度合い」「動機づけを高める能力」などを，学習成果，成績評価に安易に結びつける

昨今の風潮に釘を刺し，教育本来の目的に立ち返るべきだと結んだ。 
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（研究成果のつづき） 

 後半のパネルディスカッションでは，自律学習の理念は素晴らしいものであっても，日本の教育

事情のもとで実現可能と思われない，という疑問があげられた．これに対しカルトン氏は学習障害

児のクラスの扱いを例に取り，自律学習における目標の設定の仕方，評価の仕方が具体的に紹介さ

れ，改めて学習は個人のものであり，個人の目標が達成されて初めて達成感が得られ，モティベー

ションも上がるものだということ，また個人の目標と全体の目標のずれから評価が困難になるとい

う示唆があった。 

 グラズィアニ氏からは，『外国語ヨーロッパ参照枠』が，言語力を計るための万能ツールである，

というあやまった理解に対して，本来の「個人の体験」レベルに引き下ろさなければならないとし，

複数言語話者になるための動機づけのあり方について述べた。 

 上淵氏は動機づけ研究から見た自己制御学習について，教育心理学の面からのアプローチを紹介

し，その上で，自律学習の問題点（他者とのコミュニケーションの欠如）について言及した。 

 山田氏の学習環境構築についての発表は，学習者のモティベーションを下げる，学習者を学習に

集中させるのを妨げる要素などについて，実践に基づく発言が多く寄せられた。 

 西山氏は「教育の目的」という根本に立ち返らねばならない，とし，「投資と成果」モデルによら

ない教育環境の実現可能性を示した。 

 昨今は教育はサービス業，人は資本であるという認識が一般的になりつつある。そうした価値観

の中では，投資した資源（時間，金銭など）と獲得される成果（能力）の整合性が厳しく検証され，

その指標として到達度が測られる。しかし，人までが資本と考えられ，能力がなければ捨てられる

ような社会でよいのか。西山氏は『社会的共通資本』（宇沢弘文）を手がかりに，社会の構成員がそ

れぞれに安定して豊かな生活を送れる社会を目指したときの，教育の目的，とりわけ言語教育の動

機と目的について，興味深い問題を投げかけた。 

 シンポジウム後，これらの議論を元に，各自の教育実践現場で自律学習による学習動機の維持向

上を目指した試行を行い，既に実績をもつ京都大学のデータも含めてあらためて ICTと自律学習，

動機づけの関係，動機づけに資する ICT活用とその成果，デジタル・ポートフォリオシステムの効

果などを検証することとした。 

 とりわけ北海道大学で行われている初習外国語 CALL授業においては，できる限り対面授業と同

じように教室での授業参加に重点を置いた中国語，フリーアクセスに近い運用のドイツ語，小テス

トなどで対面授業的な要素を取り入れて教育効果を上げようとするフランス語と，異なる方法が混

在しているため，興味深い結果が期待された。アンケート等では今のところ有意な差は見られない。

今後引き続き，質的研究のモデルを援用しながら，有効な効果測定の方法を検討する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


